
肝予備能

肝外転移

脈管侵襲

腫瘍数

腫瘍径

推奨治療

オプション
治療

切除 /アブ

塞 栓

放射線＊7

移 植＊8

アブレーション＊5

放射線＊7

移 植＊8

薬物療法＊2

切 除

動 注

動 注

放射線＊7

塞 栓

緩 和切 除
塞 栓

アブレーション＊6

切 除
薬物療法＊2 薬物療法＊2 移 植＊4

肝細胞癌

塞 栓
薬物療法＊2

3 ㎝以内

1 ～ 3 個

な し

な し

あ り

あ り

4 個以上

3 ㎝超

Child-Pugh 分類 A、B＊1 Child-Pugh 分類 C

移植不能ミラノ基準内
あるいは

5-5-500基準内＊3

推奨治療について、２段になっているものは上段が優先される。スラッシュはどちらも等しく推奨される。
オプション治療については段の位置による優劣はない。
  1：肝切除の場合は肝障害度による評価を推奨　           　2：Child-Pugh 分類のみ　　           3：遠隔転移・肺管侵襲なし、腫瘍径 5㎝以内かつ腫瘍数 5個以内かつ AFP500ng/mL 以下
  4：患者年齢は 65 歳以下（脳死肝移植は 70 歳未満まで施行可能）   　　　　　 5：5 ㎝以下まで　   　                    6：4.5 個、3㎝まで　
  7：体幹部定位放射線治療は直径 5㎝以下、粒子線治療（陽子線治療、重粒子線治療）は直径 4㎝以上で保険適用
  8：Child-Pugh 分類 Bで移植基準内、65 歳以下（脳死肝移植は 70 歳未満まで施行可能）


